
問
マ
キ
ノ
地
域
で
は
人
口
が
５
千

人
を
き
り
、
若
者
世
代
の
流
出
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
働
く
場
を
の
ぞ

む
声
が
多
い
。
本
事
業
は
、
雇

用
創
出
や
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え

る
。
主
体
の
県
と
市
と
の
連
携
、

産
業
用
地
開
発
や
企
業
誘
致
活
動

を
県
と
積
極
的
に
行
え
る
体
制
が

望
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
体
制
に

つ
い
て
問
う
。

答
商
工
観
光
部
長

マ
キ
ノ
町
西
浜
地
先
の
約
17
ha

の
候
補
地
が
選
定
さ
れ
、
県
は
北

部
振
興
の
目
指
す
姿
の
一
つ
に「
未

来
を
拓
く
新
た
な
価
値
を
生
み

出
す
経
済
圏
の
創
出
」
を
挙
げ
て

い
ま
す
。

西
浜
地
域
の
候
補
地
は
、
企
業

立
地
や
雇
用
の
創
出
と
い
っ
た
直

接
的
な
効
果
だ
け
で
な
く
、
隣
接

す
る
国
道
１
６
１
号
の
整
備
促
進
、

Ｊ
Ｒ
湖
西
線
の
利
用
促
進
、
福
井

県
嶺
南
地
域
と
の
広
域
連
携
強
化

な
ど
、
本
地
域
に
限
定
さ
れ
な
い

「
新
た
な
人
流
」
や
「
新
た
な
経

済
圏
域
」
を
創
出
す
る
も
の
と
捉

え
て
お
り
、
様
々
な
政
策
課
題
解

決
に
つ
な
が
る
相
乗
効
果
が
期
待

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
業
の
推
進
は
、
県
と
の
連
携

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
市
役
所
内

に
お
い
て
も
、
本
市
の
重
要
事
業
の

一
つ
と
位
置
づ
け
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
し
、
部
局
間
連
携

を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
県
の
予
算
計
上
が
な
さ
れ
、
選

定
さ
れ
た
東
近
江
市
、
大
津
市
は

６
月
に
予
算
案
が
提
案
さ
れ
て
い

る
が
、
本
市
で
は
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
商
工
観
光
部
長

県
と
市
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担

や
費
用
負
担
等
も
あ
る
た
め
、
協

定
を
締
結
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
先
ご
ろ
県
と
の
間
で
協
議
・

調
整
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、現
在
、県
で
は
事
業
全
体

の
基
本
計
画
策
定
に
も
着
手
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
基
本

計
画
策
定
の
中
で
、
本
市
で
は
企

業
の
立
地
動
向
調
査
等
も
実
施
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
の

事
業
進
捗
に
つ
い
て
適
時
情
報
共

有
、
協
議
を
重
ね
て
お
り
、
本
市

で
も
９
月
議
会
に
必
要
な
予
算
や

特
別
会
計
の
設
置
条
例
等
を
上
程

す
る
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

・ 

地
域
の
医
療
を
行
政
と
し
て
考
え

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
の
か

そ
の
他
の
質
問

滋賀県と市町の連携による
産業用地開発事業で
希望の持てる未来のために

本
市
で
も
９
月
議
会
に
必
要
な
予
算
や

特
別
会
計
の
設
置
条
例
等
を
上
程
す
る

予
定
を
し
て
い
ま
す

答
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

問

磯部 亜希 議員

石川県

京都府

岐阜県

三重県

長浜

彦根高島

八日市

甲賀
湖南

栗東

草津
守山 野洲

近江八幡

勝山

大野

あわら

鯖江

武生

敦賀

小浜

福井

福井県

滋賀県

大津

5 高島市議会だより 2025. 第100号

代 表 質 問一 般 質 問


